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中国語 “VN的O”構造におけるNと事態の関係性
李　菲
Abstract: There are generally two ways for a Chinese VO compound verb (also 
known as a separable verb) to mark its patient nominal (N): (1) as a prepositional 
object (P N V O) and (2) as part of a prenominal possessive (V N-de (的) O). 
Focusing on the second construction, this paper attempts to determine its semantic 
characteristics as well as the semantic roles of its N by comparing it with the first 
construction. Drawing on an examination of a wide variety of data, we find that the 
P N V O construction is more transitive than the V N-de (的) O construction. In 
contrast to the highly transitive P N V O, the V N-de (的) O construction is 
generally not available to express transitive actions. Instead it typically serves to 
express static situations (e.g. mental experiences, emotions, and relationships 
between people), which makes the semantic role of its N much more like a causer 
or an experiencer than a patient.
Keywords:  VO compound verb, prenominal possessive, semantic role, static situations
1．問題提起
　中国語には、離合詞（“离合词 ”）と呼ばれる、VO 型の構造をもつ動詞が多く存在する。た
とえば、“帮忙 ”は、動詞として「助ける、手伝う」を表すが、一つの語の中に“帮（助ける）”
という動詞（V）と、“忙（忙しさ、忙しい）” という目的語（O）が含まれている。このような
VO 型構造をもった動詞が文法関係を示す様々な語や文法マーカーと共起する際、通常の単音
節の動詞（一文字の動詞）と異なるふるまいを見せる。例えば、通常の単音節の動詞 “ 帮（助
ける）” は持続や進行を表すアスペクト “ 着 ” を直後に置き、“ 帮 着（助けている）” を構成す
るのに対し、離合詞 “ 帮忙（助ける）” は “* 帮忙 着 ” とすることができず、“ 帮着 忙 ” のよう
に “ 帮 ” と “ 忙 ” を分離させて表す必要がある。“ 帮忙→帮着 忙 ” のように文法マーカーが V
と O との間に割って入ることが離合詞の一大特徴である。また、離合詞は直後に目的語を伴え
ない点も重要な特徴である。“ 帮 ” と “ 帮忙 ” はどちらも「助ける、手伝う」という意味であ
るが、助ける対象を表す場合、“ 帮忙 ” は “ 帮 ” のように、直接後ろに目的語を伴うことがで
きない。
　（1）a 我　帮　　　他
　　　  私　助ける　彼
　　　  （私は彼を助ける）
　　　b* 我　帮忙　　他
　「助ける」という行為の対象（N）を示すには、前置詞 “ 给 ”（～のために、～に）を用いて
“给 N 帮忙 ” の形で示すか（（2）a）、または “帮　N 的忙 ” のように、対象の N を “忙 ” の形
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の上での「所有者」として表さなければならない（（2）b）1）。（2）b の場合、本来一語であった
“ 帮忙 ” の間に N が入り込み、VO 型の “ 帮忙 ” は “ 帮 ”（V）と “ 忙 ”（O）の二つの部分に
分かれるため、VO 型離合詞の分離形式（“ 离析形式 ”）となる。
　（2）a 我　给　　　他　帮忙
　　　  私　～に　　彼　手伝う
　　　  （私は彼を手伝う）
　　　b 我　帮　　　他 的　忙
　　　   私　助ける　彼 の　忙しさ
　　　   （私は彼を手伝う）
　前置詞を用いた “给 N 帮忙 ” では、“帮忙 ” は本来の一語のままで動詞となるが、“ 帮 N 的
忙 ” では “ 帮 ” のみが動詞で、“ 忙 ” は目的語の名詞句 “N 的忙 ” の一部となっている。（2）a
と（2）b の二つの表現方法は次のように表すことができる。P は前置詞を指し、離合詞と共起
しやすいものとしては “ 给（～のために）” や “ 跟（～と、～に）” が挙げられる。
　（3）P（给/跟）　N　VO
　　　V　N  的　O
“ 帮忙 ” はこの両方の表現が可能であるが、離合詞の中には一方のみでしか用いられないもの
も少なくない。例えば、“ 结婚 ”（結婚する）は結婚相手を表すときに “P NVO” のみが可能
で2）、“ 请客 ”（ご馳走する）は “V N 的 O” でしか「ご馳走する対象」を言い表せない。
　（4）a 跟　　 他　结婚
　　　  ～と　 彼　結婚する
　　　  （彼と結婚する）
　　　b * 结　　　他 的 婚
　（5）a * 给　 他　 请客
　　　b 请　　　　　　　他　　的　　客3）
　　　　招待する　　　　彼　　の　　客
　　　　（彼にご馳走する）
　“帮忙 ” “结婚 ” “请客 ” はすべて VO 型の構造をもつ離合詞である。また、「助ける」「結婚
 1） 中国語の “ 的 ” がもつ限定修飾機能は大きく二つに分けられる。「形容詞（A）＋的＋名詞（N）」という連
体修飾の場合と、「名詞（N）＋的＋名詞（N）」という所有関係の場合とである。
 2） “VN（人）的 O” 構文とよばれるものの中には、N が二人称である “V 你的 O” という下位構文がある。こ
の場合、N の “你 ” は常に VO が表す行為の動作者であり、“V 你的 O” は「（ほかのことは気にしなくてい
いから）あなたは VO の行為をしていて下さい」という意味を表す。“结婚 ”は行為の相手を表すのに“VN
（人）的 O”構文を用いることができないが、“结你的婚（あなたはほかのことを気にしなくていいから、結
婚をして下さい）” は作ることができる。しかし、この “V 你的 O” 構文は本稿で取り上げる「行為の対象」
を表す “VN 的 O” 構文と意味機能が全く異なるため、両者は区別して論じる必要がある。本稿では “V 你
的 O” 構文を考察対象としない。
 3） “请他的客 ” を逐語的に訳すと「彼の客を招待する」となるが、この訳は “请他的客 ” の意味を必ずしも正
しく反映したものではない。“ 请他的客 ” は “ 请客 ” の分離形式で、対象の “ 他（彼）” はあとから “ 客 ”
の修飾語として導入されたものである。つまり、“请他的客 ”は「请客＋他的 6 ＋请他的客」であって、「请
＋他的客＋请他的客」ではない。「请客＋他的＋请他的客」のような構成経路をいかに逐語翻訳に反映させ
るかが課題である。
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する」「ご馳走する」ことはどれも「相手」がいて初めて成立する行為である4）。しかし、三者
はそれぞれ異なる三種のふるまいをしており、これを次のようにまとめることができる。“ 帮
忙 ” は “P NVO” と “V N 的 O” の両方の表現が可能で、本稿では「両用型」とよぶ。“ 结婚 ”
は “P NVO” のみが可能で、本稿では「前置詞型」とよぶ5）。“ 请客 ” は “V N 的 O” のみが可
能で、「分離型」とする。中国語の離合詞が行為の対象、相手を表す手段は、主にこの三つのタ
イプに分かれる。
　（6）VO 型離合詞が行為の対象を表す文法手段のパターン
離合詞の分類 行為の対象を表す文法手段
タイプ 例 P（给/跟）　N　VO VN的O
両用型 帮忙 〇 〇
前置詞型 结婚 〇
分離型 请客 〇
　なぜ、これらの離合詞の間で、対象（または相手）を示す文法手段に違いが見られるのか。
ある離合詞が相手、対象を表すのに前置詞型と分離型のどれを選ぶかは何によって決定づけら
れるのか。両用型の場合、“PNVO”を用いた表現と“VN 的 O”を用いた表現との意味上の差異
がどこにあるのか。こうした一連の問題を解明するためには、両表現の異なる文法機能、表現
機能について考える必要がある。本稿では特に “VN 的 O” 構文に焦点をあて、“VN 的 O” にお
ける N の意味役割を見ていきながら、表現全体の意味特徴をとらえてみたい。以下では、まず
前置詞型の離合詞と分離型の離合詞を意味の面で区別し、“VN 的 O” 構文によって言い表すこ
とができない事態の特徴について考えてみたい。その上で、この構文を用いる分離型と両用型
の離合詞を見ていきながら、“VN 的 O”は動作よりも状態、関係性を表す場合が多く、N は VO
が表す状態を引き起こす「誘発者」になりうることを明らかにする。なお、本稿で取り上げる
“VN 的 O” “PNVO” の N はすべて人間の場合に限る。
2．“VN的O”の特異性
　孙德金（2002: 371）によれば、『现代汉语离合词用法词典』に掲載されている計 1637 個の
VO 構造をもつ離合詞のうち、“VN 的 O” 構文を用いることができるものは 270 例しかなく、
全体の 16.5％に止まるという6）。「この数字は、大部分の VO 型離合詞がこの構文に入ることが
できないことを意味する」と指摘している。構文の出現頻度がそれほど高いわけではないにも
かかわらず、従来の文法研究で度々論じられてきたのも事実である。主な論点の一つは、“VN
 4） “ 帮忙 ”（助ける）“ 结婚 ”（結婚する）“ 请客 ”（ご馳走する）の三つの行為における「相手」の概念は厳
密にいえばそれぞれ異なる。「助ける」「ご馳走する」場合の「相手」とは、恩恵を受ける対象で、前置詞
の “ 给（～のために）” によって表される。一方、結婚の場合は相手がいてはじめて成り立つ事態であるの
で、“ 跟（～と）” によって表される。本稿で言う「行為の相手」とは、「結婚」や「けんか」のような双方
の行為の場合の「相手」を指す。
 5） “ 跟他结婚 ” のような前置詞型表現では、“ 结婚 ” は “V …… O” のように分離していない。それでも離合
詞だと判断できるのは、文法マーカーと共起した場合に分離するからである。例えば、「彼と一回結婚した
ことがある」という経験を表す場合、経験の “过 ” と回数の “ 一次 ” が “结　婚 ” の間に割って入り、“跟
他　结 过 一次 婚 ”の語順となる。“PNVO” の場合でも、VO を離合詞として認定できるのはこのためで
ある。
 6） 孙德金（2002: 371）が行なった調査は、N が人以外の場合も含む。従って、N を人に限定した場合、“VN
（人）的 O” 構文の数や全体に占める割合はさらに減少することが予想される。
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的 O” 構文における N と O の関係性である。张伯江（1994: 70）は “VN 的 O” 構文の特異性に
ついて次のように記述している。“V+N1+ 的 +N2” は本稿の “VN 的 O” と同じ構造を指す。日
本語訳は筆者によるものである。
　　“V+N1+ 的 +N2” 構造において、V と N2 は本来 VO 型（“ 动宾式 ”）の複合語である
が、ここでは二つの成分に分裂し、意味の面では N1 が「V ＋ N2」の受け手（“受事 ”）で
ある。この構造における“N1 的 N2”は通常の所有関係で解釈することが難しく、その原因
は次の二点にある。一つは文法上の問題で、単独で語として用いることができない N2 は
文法成分としてとらえられない7。二つ目は意味上の問題で、N2 の意味を説明しにくい。
　中国語の“N1 的 N2”構造は典型的には所有関係（possession）を表す。例えば、“我的书（私
の本）” “ 他的猫（彼の猫）” などである。所有の観点から見た場合、“VN 的 O” 構造における
“N的O”の意味関係はとらえにくい。“他的忙 ” “他的客 ”において、名詞としての“忙 ” “客 ”
は単独の語として文成分になれないため、その意味を問うことが難しい。両表現における N の
“ 他 ” は構造の面で直後の “ 忙 ” “ 客 ” の「所有者」になっているものの、意味の面では “ 帮
忙 ” “ 请客 ” の対象であるため、朱德熙（1982）は準修飾語（“ 准定语 ”）、孙德金（2002）は
偽修飾語（“ 伪定语 ”）とよんでいる。また、吕叔湘（1984）と Chao（1968）は N の意味役
割に注目し、それぞれ“领格表受事（所有格が受け手を表す）” “领格宾语（possessive objects）”
とよんでいる。これらの文献は、“VN 的 O” 構造における N を VO の受け手、対象を表すもの
としてとらえている点で共通している。また、孙德金（2002: 366）によれば、N の多くは人称
代名詞や人名だという。これをふまえ、本稿では議論の便宜上、なるべく N を“他／她（TA）”
に限定し、考察対象を “V 他／她的 O” 構文に絞って記述することにする。
　张伯江（1994）のように、所有関係から “VN 的 O” をとらえるアプローチは、中国語の “N1
的 N2”構造の用法の広がりを把握する上で大切である。しかし、N と O の関係にとらわれすぎ
ると、構文としての “VN 的 O” の意味機能が見えにくくなる。すでに第 1 章でも見たように、
離合詞 “结婚 ” は “VN 的 O” 構文を作ることができない。“PNVO” でしか行為の相手を言い表
せない。
　（4）a 跟　他　　结婚
　　　b * 结　　他的婚
　（4）b は “ 结婚 ” が “* 结 N 的婚 ” に拡張できないことを意味する。所有関係という観点か
らの分析は “VN 的 O” 構文の成立を前提とするものであるので、“* 结 N 的婚 ” が成り立たな
い原因を考える上で有用とはいえない。“VN 的 O” 構文において、目的語成分が所有表現とな
っていることはこの構文の特徴の一つではあるが、もう一つ大事な点として、VO 型離合詞が
この形式に入ることで、本来一語であった二音節の動詞が「V …… O」のように離れていき、
隣接関係にはないものの、「V …… O」で一つの事態を表していることである。それゆえ、“VN
的 O” 構文は VO 型離合詞の分離形式とよばれている。
　“VN 的 O” 構文のように、構成素が文中で隣接関係にないものの、意味をもつ一つのまとま
り（symbolic assembly）をなす現象は、英語にも見られる。Langacker（2008: 208）では英
語の定型表現 take it for granted that の例に言及した際、次の二つの例文を挙げ、b では定型表
 7） 「単独で語として用いることができない」は原文の “ 不成词 ” を訳したものである。“ 不成词 ” とは例えば
中国語の “ 木 ” のように、形態素ではあるものの、語のように単独で文の中に用いることができないこと
を指す。“* 这是木（これは木です）” “* 木很大（木が大きい）” は成立しない文である。
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現を構成する要素が分散して、隣接関係にない点を指摘している。
　（6）a  Most commentators take it for granted that money is the primary source of political 
influence.
　　　b  It has been taken more or less for granted by most commentators that money is the 
primary source of political influence.
　a と b の関係は、中国語の離合詞 VO が “VN 的 O” に拡張する現象と類似している。b は a
の文の受身文であり、it が仮主語となるなど、定型表現 take it for granted that の構成素が文中
の様々な位置に分散している。これに対し、“ 帮忙 ” は助ける対象を表すため “ 帮他的忙 ” の
形に拡張し、“帮……忙 ” のような分離形式となる。Langacker（2008）は、b のような分離形
式であっても、定型表現の本来の意味が保たれ、coherent conceptual grouping を形成してい
るとする。Langacker（2008: 208）はこうした、文法上の形と意味解釈とのねじれ現象を挙げ
ることで、たとえ音声的な面で時間的な隣接性に基づくまとまりをなしていなくても、意味構
造と音声構造が symbolic にリンクしていれば、定型表現も symbolic assembly に変わりない
ことを述べている8）。
　中国語の離合詞は VO 型構造をなしている点で、語よりもイディオムに近い。実際、王海峰
（2011: 6－8）によれば、離合詞が語（“ 词 ”）かイディオム（“ 短语 ”）かの問題をめぐって従
来様々な論争が行なわれたという。語かイディオムかの問題はさておき、“VN 的 O” に拡張す
る VO 型離合詞の多くは意味的な面でイディオム性をもつことに注目されたい。“ 帮忙 ” “ 请
客 ” 以外にも、“ 生气（怒る、腹を立てる）” “ 上当（騙される、ペテンにかかる）” もイディオ
ム的な意味が強い。これらの離合詞の意味上の特徴は、語全体の意味が単に「V+O」を足した
ものではない点にある。例えば、“生气 ”において V の“生 ”と O の“气 ”の意味を知っても、
“ 生气 ” が「怒る、腹を立てる」を表すことは予測できない。程度の差はあるものの、離合詞
は全般的に意味の面でのイディオム性が見られる。
3．前置詞型離合詞の特徴
　“VN 的 O” の構造と意味上のイディオム性が以上で明らかになった。次は、“VN 的 O” 構文
を用いることができない離合詞の特徴を見ることで、“VN 的 O” 構文の意味特徴に迫りたい。
第 1 章では、“PNVO” のみによって行為を表す離合詞を前置詞型とよび、前置詞型は “VN 的
O”構文を用いないことに言及した。本稿は『现代汉语离合词学习词典』を使って、出現頻度の
高い前置詞型離合詞にどのようなものがあるかについて調べた。その結果、次の二つのタイプ
が“VN 的 O”構文を用いることができないことがわかった。一つは、“吵架（口げんかをする）” 
“ 打架（殴り合いのけんかをする）” のような「相手がいてはじめて行為が成り立つ」タイプで
ある。“结婚 ” “离婚（離婚する）”もこのタイプに属す。もう一つは、“打针（注射する）” “理
发（散髪する）” のように、「対象に何か具体的な行為を施す」タイプである。この二種類の行
為を表す離合詞は “VN 的 O” 構文を用いない。前者の “结婚 ” タイプは専ら前置詞 “跟 ” によ
って行為の相手を表す。後者の “ 打针 ” タイプは前置詞 “ 给 ” によって、行為の「受益者」を
表す。
 8） 以下は原文である。
 　It is thus a symbolic assembly, entirely defined by semantic structures, phonological structures, and 
symbolic links between the two, even though—in its most general description—the phonological 
components do not form a group based on temporal adjacency.
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　（7）　用いる前置詞による前置詞型離合詞の分類
行為の対象を導く表現 離合詞の用例 “VN的O”との共起
结
婚
タ
イ
プ
跟N　　VO 结婚、离婚、聊天（おしゃべりをする）、吵架、吵嘴（言い争う）、打架
*VN的O
打
针
タ
イ
プ
给N　　VO 打针、剪发（髪を切る）、理发、开刀（手術をする）、
洗澡
　ここで少し具体例を挙げながら、この二つのタイプの意味特徴を見てみよう。まず、“结婚 ”
タイプの場合、行為の相手と動作主としての主語とがどちらも行為を行う側である。つまり、
このタイプの事態においては、「行為を受ける対象、受け手」というものが存在しない。寺村
（1982: 96）では、「喧嘩スル」「衝突スル」「結婚スル」といったタイプを「相互動作」の動詞
と名づけ、「X ガ Y ト～スル」における「Y ト」を「片方」とよんでいる。“ 结婚 ” タイプの離
合詞が “ 跟 N VO” 構文によって導く N も「片方」といえる。次の（8）a に対し、“VN 的 O”
を用いた b は成立しない。
　（8）a 他　　跟　　她　　　　吵架　　　　　　　　　　　　了。
　　　  彼　　と　　彼女　　　口げんかをする　　　　　　　ASP
　　　  （彼が彼女と口げんかをした。）
　　　b * 他　吵　 她　 的　 架　　了。
“ 吵架 ” も “ 结婚 ” と同様、“VN 的 O” を用いないことから、“VN 的 O” 構文の一つの特徴が
見えてくる。すなわち、主語を伴った “S V N 的 O” が表す事態は一般的に「相互動作」では
なく、事態全体における N の意味役割が S から見た「片方や相手」ではないことがわかる。つ
まり、“VN 的 O”構文は S が N と一緒になって行う行為を表すための表現ではないということ
がいえる。次は “ 打针 ” タイプの例である。
　（9）a 医生　 给　　　 他　打针。
　　　  医者　 ～に　　 彼　注射する
　　　  （医者が彼に注射する。）
　　　b * 医生　 打　 他　 的　 针。
　（10）a 妈妈　　　　　 给　　　 孩子　　　　洗澡。
　　　　 お母さん　　　 ～に　　 子ども　　　入浴する
　　　　 （お母さんが子どもを風呂に入れてあげる）
　　　 b * 妈妈　 洗　 孩子　 的　 澡。
　“ 打针 ” タイプが表す事態は、「S がある行為をすることによって、N が恩恵を受ける」こと
である。（9）a、（10）a における N（“ 他 ” “ 孩子 ”）が「受益者」である。両用型の “ 帮忙 ”
と分離型の “ 请客 ” が導く対象も同じく「受益者」ととらえられるが、“ 打针 ” タイプとの違
いは、「N の身体が直接的に、S からの働きかけを受けていない」点にある。（7）の表にあった
このタイプの “ 开刀 ” “ 剪发 ” もすべて直に対象の身体に働きかけるタイプの行為を表し、こ
の意味特徴をもつ離合詞は前置詞 “ 给 ” を用いた前置詞型の表現でしか「受益者」を言い表せ
ない。先行研究では、“VN 的 O” 構文の特徴を「所有格の N が VO の受け手を表す現象」とと
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らえてきたが、「受け手」なら無条件に構文が成り立つわけではないことが（9）（10）の例で
明らかになった。動作主が行為の対象の身体に直接働きかける事態は通常、“VN 的 O” 構文を
作ることができない。
　以上、前置詞型の離合詞は大きく、「相互動作」と「身体への働きかけ」に二分類されるが、
この二種類の行為は “VN 的 O” 構文によって表すことができないことを確認した。もちろん、
この分類は前置詞によって行為の対象を表す前置詞型の離合詞を網羅したものではないが、“VN
的 O” 構文との関連で見れば、“VN 的 O” 構文における N と VO の関係性、そして構文全体が
表す事態に意味的な制限があることがわかる。
4．“VN的O”におけるNの意味役割
4.1　所有関係が成り立つ分離型の “VN的O”
　『现代汉语离合词学习词典』に掲載されている 210 個の常用離合詞のうち、“VN 的 O” 構文
のみによって行為の対象を導くものは “ 请客 ” も含め、全部で 6 例検出された。この 6 例のう
ち、“ 接班（引き継ぐ）” “ 听话（言うことをきく）” “ 要命（命取りになる）” からなる “VN 的
O” はすべて、N と O との間に所有関係が成り立つものである。
　（11）　所有関係が成り立つ “VN 的 O”
離合詞 “VN的O”の例 Oの意味 “N的O”の意味
接班 接他的班（彼の仕事を受け継ぐ） 仕事 彼の仕事
听话 听他的话（彼の言うことをきく） 話 彼の話
要命 要他的命（彼にとって命取りとなる） 命 彼の命
　従来の研究は “VN 的 O” に対し、N と O の間に所有関係が見られないという特徴を強調し
てきたが、蔡淑美（2010）は所有関係の有無を基準に “VN 的 O” 構文を 6 種類に分け、そのう
ち “ 罢官（罷免する）” タイプと “ 堵嘴（口止めをする）” タイプのものは N と O の間に所有関
係が見られることを指摘している。蔡淑美（2010）で取り上げている例からいくつか選んで、
次の表にまとめた。
　（12）　N と O が所有関係にある “VN 的 O” の用例（蔡淑美（2010））
分類 “VN的O”の例 Oの意味 “N的O”の意味
“罢官”タイプ
罢我的官（私の職位を剥奪する） 職位 私の職位
折我的寿（命が縮む） 寿命 私の寿命
“堵嘴”タイプ
堵我的嘴（口止めされる） 口 私の口
丢了她的脸（彼女に恥をかかせる） 顔 彼女の顔
　（12）の用例も（11）の用例と同様前置詞型の表現に言い換えにくい 。これは、VO 型離合
詞で O が単独の語になれる場合、N と O との間に明確な所有関係が成り立つので、通常 “VN
的 O” 表現のみによって行為の対象を表すことを意味する。このタイプの離合詞では、O が身
体部位を表すものが多い点が特徴的である。蔡淑美（2010）において “ 堵嘴 ” タイプとして挙
げられている離合詞の多くがこうした特徴をもつ。（12）の “堵……嘴 ” “丢……脸 ” 以外に次
のような例がある。
　（13）a 称心（心にかなう、気に入る）→称他的心（彼の心にかなう、彼の気に入る）
　　　 b 动心（心を動かす）→动他的心（彼の心を動かす）
　　　 c 开眼（見聞を広める）→开我的眼（自分の見聞を広める）
－ 50 －
　（13）のような例は、日本語の「～の目にとまる」「～の手に負えない」といったイディオム
と類似性をもつ9）。この場合、「～」の部分に来るものは行為の対象というより知覚、感情の経
験者である。「彼の目にとまる」「彼の手に負えない」における「彼」は認識の主体である。日
本語の表現と照らし合わせて考えると、（13）の 3 例における N の意味役割も、単に VO とい
う事態の対象ではないことが見えてくる。a、b、c における “VN 的 O” は次の “N 很 VO（N
がとても VO だ）” の文に言い換えられる。
　（14）a 称他的心→ aʼ 他很称心 （彼は気に入っている）
　　　 b 动他的心→ bʼ 他很动心 （彼は心を動かされる）
　　　 c 开我的眼→ cʼ 我很开眼  （私は見聞を広めた）
　aʼ、bʼ、cʼ の文では、「彼」が主体となっている。この点に気づくと、O が身体部位である
“VN 的 O” 構文では、N と O の間に所有関係が見られるだけでなく、VO が知覚や感情を表す
場合、N が O の「所有者」であると同時に、VO を経験する経験主体でもあると考えられる。
従来の研究において N は行為の受け手ととらえられることが多いが、日本語との比較を通して、
「経験者」という観点から N をとらえ直す必要があるように思われる。
　蔡淑美（2010）が従来の分析に対し、N と O が所有関係にある “VN 的 O” 表現に注目した
のは、離合詞の拡張による “VN 的 O” 構文と、“吃他的苹果（彼のリンゴを食べる）” のような
「所有表現を目的語句とする」より一般的な構文との関連性を論じるためである。“ 吃他的苹
果 ” における “ 他 ” はリンゴの所有者であると同時に、「リンゴを食べられる」被害者でもあ
る。このような複合的な意味役割は、ちょうど “罢我的官 ” における N の “我 ” と同様だとい
う。これをふまえ、蔡淑美（2010）では “VN 的 O” 構文を、損害や被害の意味をもつ “吃他的
苹果 ” のような構文から拡張した用法ととらえている。この拡張の過程で、N の意味役割が本
来の「所有者」から徐々に「対象」の方へ重きを置くようになったと推測している。つまり、
蔡淑美（2010）は離合詞の拡張による “VN 的 O” 構文を、より一般的な “V+N 的 O” と関連づ
けながら、その文法化のプロセスを推論したものである。しかし、どのような離合詞が“VN 的
O” 構文を用いられるかの点についてはふれられていない。“VN 的 O” が文法化する過程で、N
の意味役割が「対象」へと変化していったのが事実だとしたら、それは一体どんな意味での「対
象」なのかについてはなお検討の余地が残る。
4.2　「損害」を表す分離型の “VN的O”
　“PNVO” を用いない離合詞の中に、“ 吃亏（損をする）” “上当（騙される）” といった「主体
（S になる人）が不利益、損害を被る」事態を表す語が多く見られる。蔡淑美（2010）ではこれ
らを “ 吃亏 ” タイプとよんでいる10）。こうした意味特徴をもつ VO が “VN 的 O” 構文を作った
場合、次の例で示すように、「N のせいで、（S）が不利益、損害を被る」ことを表す。
　（15）我　吃　　　　　 过　　　　　　　　　　他　　 的　　亏。
　　　  私　食べる　　　 ～したことがある　　　彼　　 の　　損
 9） 山泉（2016）は日本語の「気に入る」というイディオムについて詳しい議論を展開している。この論文で
は「太郎がこの本を気に入った」という事態における経験者（ex: 太郎）と刺激（ex: この本）が次の 4 通
りの表現によって言い表されうることを紹介し、興味深い議論を展開している。（1）この本が太郎の気に
入った。（2）この本が太郎に気に入った。（3）太郎がこの本が気に入った。（4）太郎がこの本を気に入っ
た。この四つのうち、（1）の表現が（13）a の “ 称他的心 ” と類似した構造をもつ。
10） 「損害を被る」ことを表す離合詞は基本的に “VN 的 O” のみによって、事態を引き起こす「誘発者（N）」
を表すが、蔡淑美（2010）が “ 吃亏 ” タイプとして分類した VO 型離合詞の中で、“ 生气（怒る）” だけは
“VN 的 O” 以外に、“PNVO” の表現も成り立つ。
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　　　  （私は彼のせいで損をしたことがある。）
　（16）我　　上　　　　　　 过　　　　　　　　　　他　　 的　　 当11）。
　　　 私　　だまされる　　 ～したことがある　　　彼　　 の
　　　 （私は彼にだまされたことがある。）
これらの例において、N は S に不利益を被らせる側であるので、VO が表す事態を引き起こす
「責任者」「誘発者」といえる。従来の文献の多くは N の意味役割を「対象」「受け手」として
きたが、“吃亏 ” タイプでは S と N の意味役割が逆転し、S が「損害」を被る対象となる。「損
害」の意味をもつ離合詞の特徴を見ると、VO における V が “ 吃（～を受ける、喰らう）” “ 受
（～を受ける）” “ 挨（～に遭う、～をこらえる）” といった受身の意味をもつ動詞が多い。
　（17）“ 吃亏 ” タイプの動詞の例（蔡淑美（2010）より）
吃 吃醋（やきもちをやく）、吃苦（苦しい思いをする）、吃亏（損をする）
受 受累（苦労する）、受骗（だまされる）、受气（いびられる）
挨 挨打（なぐられる）、挨斗（つるし上げを食う）、挨批（批判される）
　“ 吃 ” “ 受 ” “ 挨 ” からなる以上の離合詞は、受身の意味をその動詞の中に含んでいるため、
受身形の “ 被 ” を使った “S 被 N VO” の受身文に置き換えられない。“ 被 ” の文中での位置が
前置詞と同じで、「前置詞的」といえるので、（17）の離合詞もやはり前置詞を用いることがで
きない分離型ということができる。
　（18）* 我　被　　　　他　　吃亏
　　　　 私　PASS　　 彼　　損をする
　　　　 （私は彼に損をさせられる。）
　（17）の離合詞と合わせて考えたいのは、4.1 で考察した感情や知覚を表す分離型の離合詞で
ある。この場合、N が O の所有者であると同時に、VO が表す事態の「体験者」でもある。「体
験」タイプの離合詞と「損害」タイプの離合詞がともに分離型であることは偶然とは思えない。
両者が作る “VN 的 O” において、N がそれぞれ「体験主」と「誘発者」という意味役割をも
ち、つまりどちらも「働きかけを受ける対象」ではない点で共通している。ここから、“VN 的
O” における N の意味役割が従来の文献がいう「対象」とは距離があることがうかがえる。N
が行為の対象や相手である場合、“VN 的 O” ではなく、むしろ前置詞型の表現が用いられやす
い。第 3 章では、「相互動作」と「身体への働きかけ」を表す行為は “VN 的 O” 構文を用いる
ことができないことを確認した。前置詞型であるこの二種類の離合詞が表す事態は、分離型の
離合詞が表す事態よりも明らかに他動性が高い。他動性が高い事態であるからこそ、N がより
典型的な「対象」に近いのである。よって、「行為の対象」という意味役割でとらえるのにふさ
わしいのは、“PNVO” における N の方である。“VN 的 O” における N は、「目に見える形での
働きかけ」を受けないという点で、典型的な「対象」とはいえない。（13）で取り上げた “ 称
心 ” のような感情を表す分離型の場合、N を変化する主体ととらえることもできる。以上の考
察から、本稿では “VN 的 O” が表す事態の特徴と N の意味役割を次のようにとらえる。離合
詞からなる “VN 的 O” 構文は他動性が高い事態よりも心理的な変化を表すことが多い。そうし
た事態における N は「変化主」または「誘発者」となる。次は両用型の離合詞を取り上げて、
N の意味役割について検証する。
11） （16）は “ 上当 ” が分離した形であるので、逐語訳ではこれを二語として訳すのではなく、“ 上 ” の所でま
とめて「だまされる」と訳した。
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4.3　両用型における “PNVO” と “VN的O”の意味の差異
　最後に、“PNVO”と “VN 的 O”の両方を用いる両用型の特徴を見てみよう。先行研究でよく
取り上げられ、出現頻度が高い両用型の例として、“ 帮忙 ” のほか、“ 生气（怒る）” “ 开玩笑
（冗談を言う）” がある。興味深いのは、これらの離合詞は両方の表現が可能であるものの、
“PNVO” を用いた場合と、“VN 的 O” を用いた場合とでは意味が異なる点である。意味のずれ
の特徴として、“PNVO” では動作主による明確な行為が見られるのに対し、“VN 的 O” のほう
は S の内面の、心理的な動きに止まることが多く、具体的な行為が観察しづらい傾向がある。
まず、“ 生气 ” を例に見ると、“S 跟 N 生气 ” は S が N に対し「ことばや態度などで怒りを露
わにする」場面を表すことが多い。次の（19）における波線部が「激しい怒りの爆発」を表し
ている12）。一方、（20）の “生他的气 ” は “闷闷地 ” という部分から、単なる S の心の動きであ
ることがわかる13）。
　（19） 娜娜大发雷霆，责备他不听她的话 , 躲在门边偷听，孩子被她责备得惶惶不安。既然娜
娜跟他生气，他便装出很顺从的样子。（BCC）
　　　  （娜娜はかんしゃくを起こし、なぜ自分の言うことをきかずに、ドアのそばで盗み聞き
をしたのかと問い詰めた。子どもは叱られてびくびくしていた。娜娜に怒られた以上、
彼は従順そうな振りをした）
　（20）我没有反驳，只是闷闷地生他的气。（BCC）
　　　 （私は反論せずに、ただこっそりと彼のことで怒っていた。）
　ここでも、“PNVO” が他動的であるのに対し、“VN 的 O” は行為とは逆の、「状態」性が強
いことが見てとれる。（20）の “ 生他的气 ” は “ 称他的心 ” といった（14）の例と同様で、「心
的な状態」を表す。“ 生他的气 ” は「彼のせいで立腹している」という状態を表すので、N の
“ 他 ” は「怒られる対象」というより、むしろ「立腹した状態を引き起こす誘発者」ととらえ
るべきである。これは、「損害」タイプの “VN 的 O” における N の意味役割と同じである。こ
のように、“PNVO”では他動性が高い行為となり、“VN 的 O”では「状態」となる現象が、“开
玩笑 ” と “ 帮忙 ” の場合にも当てはまる。次の 2 例では、まず（21）の波線部から、“ 跟他开
玩笑 ” が「彼に対し、冗談を言う」という言語行為を表していることがわかる。一方、“ 开他
的玩笑 ” の場合、後半の “取笑 ” から「彼のことをばかにする」という「態度」が見てとれる。
　（21）比如那个骑士跟他开玩笑，竟说自己是个死人。（BCC）
　　　 （例えばその騎士はなんと彼に、自分が死んだ人だと冗談を言った。）
　（22） 他会认为我这样做是在开他的玩笑，但你们可以看到，我用这个比喻不是为了取笑他。
（BCC）
　　　  （彼は私がこうしたのは、自分のことをばかにしているからだと思うだろう。だがこの
比喩を使ったのは彼をからかうためではないことがみんなもわかるだろう）
　“ 帮忙 ” の場合、“ 给他帮忙 ” は「彼のために働く」ことを表し、“ 帮他的忙 ” は「彼の味方
となる」という意味をもつ。（23）では N の “ 他 ” が作業を手伝ってもらう対象（受益者）で
あるが、（24）は「自分が彼の味方だ」という両者の関係性を表しているので、“他 ” を対象と
見なしにくい。
　（23）英忙着在加糖水，林舍在旁边给他帮忙。（BCC）
12） なお、BCC や CCL などのコーパスにおける“跟他生气 ”の用例は、“用不着（～する必要がない）”や “别
（～しないように）”といった否定形と共起することが多く、怒りを露わにした人をなだめる場合の表現とし
て用いられやすい。
13） （19）～（24）は、用例の文脈を提示するため、逐語訳を省略し、日本語訳のみ記す。
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　　　 （英は砂糖水を加えるのに忙しく、林舎は傍らで彼を手伝っている。）
　（24）他是真心的朋友、助手和好亲戚―我想我大概可以帮他的忙。（BCC）
　　　  （彼は本当の友達で、助手であり、仲のいい親戚でもある。―恐らく私は彼の味方にな
れると思う。）
　以上から、両用型の離合詞が作る “PNVO” と “VN 的 O” は、事態の他動性という点におい
て大きな差異が見られることがわかった。“ 生气 ” “ 开玩笑 ” “ 帮忙 ” において、いずれも
“PNVO” のほうが他動性が高く、“VN 的 O” のほうが状態的である。“ 生他的气 ” “ 开他的玩
笑 ” “ 帮他的忙 ” は一種の心情、または関係性としてとらえられる。“VN 的 O” が行為を述べ
る構文ではない以上、N の意味役割を「対象」とする従来の記述は妥当ではないといえよう。
5．まとめ
　以上、中国語の VO 型離合詞からなる “VN 的 O” 構文の意味特徴、および N の構文全体に
おける意味役割について考察した。従来、“VN 的 O” 構文は “ 领格表受事 ” の現象としてとら
えられてきたが、本稿の考察からこの観点のみでは説明しきれない該構文の特徴が明らかにな
った。“VN 的 O” 構文は他動性の高い行為よりも、感情や知覚といった心理的な動きを表すこ
とが多く、対象への明確な働きかけを伴う行為を表すことができない。“PNVO”構文と“VN 的
O” 構文との比較から、“PNVO” のほうが他動性の高い事態と対応していることが多いことが
見てとれる。「対象（patient）」という意味役割は本来、他動性の高い事態における行為の受け
手、そしてそれによって状態変化するモノを指すが、この定義を基準に “VN 的 O” における N
の意味役割を考えると、N は「対象」ではないということになる。心理的な動きを言い表す分
離型の “VN 的 O” では、N は事態を引き起こす「誘発者」、またはそうした感覚や知覚を体験
する「主体」である。“PNVO” と “VN 的 O” の両方を用いる両用型では、“VN 的 O” のほうが
行為としてとらえにくい、心情や関係性を表す傾向にある。この場合、N は「誘発者」や「関
係性を成り立たせている原因や前提」となる。「誘発者」「体験主」「原因」はいずれも事態を引
き起こす側の要因である点で、「使役」性をもつ。本稿の考察では、まだ “VN 的 O” 構文にお
ける N を「使役主」としてとらえる十分な根拠を示していないが、使役性の観点から N の意
味役割、及び “VN 的 O” 構文の意味機能をとらえ直す必要があるように思われる。今後はこう
した観点からさらに該構文について考察を続けていきたい。
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